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１．は じ め に
１）研究の目的及び背景
１９８７年の「社会福祉士及び介護福祉士法」の
制定によって介護福祉士が資格化されて２７年目
を迎えている。この２７年間で介護福祉士に求め
られる介護福祉士のあり方や養成プロセスにつ
いて、随時検討会が開かれ、２００９年度からは新
カリキュラムが導入され現在に至っている。新
カリキュラムに沿った教育を行うことで、介護
福祉士養成は質の高い専門職養成を目指してさ
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Abstract
In this paper, we overview of the teaching methods and the way in Care-Work process focuses 
on the care process among the care worker training education.　Revision that repeatedly changes 
to ones universal ones while the revealed.
On the other hand, and inter-subject cooperation between subjects and care process that has been 
added by the curriculum revision, actually practice to care-work practice the care-work process, 
care-work practice and for inter-subject cooperation with related deep care comprehensive exercises 
further future it has become a future task to carry out research and ideas.
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要　旨
本稿では、介護福祉士養成教育の中でも介護過程に焦点をあて介護過程における教育方法やあり方に
ついての概観を行った。介護福祉士養成カリキュラムは改正を重ねていることから、改正前と改正後で
の課題の違いや改正しても変わらない普遍的な介護福祉士養成教育のあり方や課題を明らかにすること
ができた。
一方、カリキュラム改正をすることで追加された科目と介護過程との科目間連携や、介護過程を実際
に実践する介護実習、介護実習と関連が深い介護総合演習との科目間連携については今後さらなる研究
や工夫を行うことが今後の課題となった。
キーワード
介護過程、介護福祉士養成教育、科目間連携
らなる一歩を踏み出したことになる。
新カリキュラム導入当初は介護福祉士養成を
「人間と社会」、「こころとからだのしくみ」、「介
護」という三領域の知識・技術の修得を目指し
ていた。その後も介護福祉の現場で現実的に求
められている喀痰吸引に関する方法や経管栄養
に関する処置の方法といった知識・技術に即し
て検討会が開かれ、「医療的ケア」という新た
な領域も加わった。現在は四領域の知識・技術
の修得に介護福祉士養成教育では取り組んでい
る。多岐にわたる知識や技術は利用者のニーズ
の充足や課題解決に必要なことであり、個別ケ
ア実践や個別ケア実現に対しても、知識・技術
の修得、向上は重要なことと言える。
一方、これまでの三領域の一つである「介護」
領域に、利用者のニーズの充足や課題解決を行
うアプローチを学ぶ介護過程という科目がある。
介護過程は利用者への支援の前提となるもので
あり、学生が介護過程で学んだことを実践する
場は介護実習ということになる。介護過程は、
利用者を支援することの一つとして挙げられる
直接的な介護、つまり、排泄・入浴・食事など
の支援を行う身体介護や調理・掃除・買い物な
どの支援を行う生活援助について計画を立案す
ることに限ることではない。余暇時間の過ごし
方やこれからの人生の送り方も含まれているこ
とから、利用者の生活や人生そのものを捉え、
計画を立案していくという知識や技術が求めら
れている。さらに、利用者の望む介護を展開す
るための介護過程であることから、介護を提供
するにあたり、利用者一人ひとりにたいしてよ
り適切で効果的な支援が盛り込まれておく必要
がある。また、介護過程に取り組む際には、利
用者自身が介護過程で立案された介護計画に自
発性を持ち積極的に取り組むことができるよう
な工夫も必要である。さらに、積極性が一過性
のものとならならないためにも継続性を保つた
めの工夫も併せて求められている。そのため、
現在、特に新カリキュラムにおいての介護過程
は、一つの科目として位置づけられ、知識や技
術の修得に取り組んでいる。
介護過程は介護実習で取り組むことから、立
案にとどまらず立案したことを実践できるよう
に介護実習を組み立てることが介護過程技術の
修得という結果をもたらすと考える。そして介
護福祉士となり業務にあたる際にも実行可能な
計画について検討を重ねることが介護福祉士の
能力の向上、介護福祉士の質の向上になりうる
ものであると考える。
介護福祉士養成教育は日々変化を遂げ、これ
からもさらに変化を重ねていくことが予測され
る。変化し続けるものと普遍的なものを混同す
ることなく、変化し続けるものは変化しつつ、
さらに質の向上を追い求めていかなければなら
ないと考える。
本稿ではこれまでの介護過程に関する研究を
概観することで、介護福祉士養成教育の取り組
みとしてはどのようなものがあり、教育実践の
場で工夫がされていたのかを明らかにする。ま
た、旧カリキュラム時での取り組みや新カリキュ
ラム時での教育方法、教育実践の特徴も明らか
にする。そして、それぞれの特徴を明らかにし
つつ、介護過程教育の普遍的な取り組みも明確
にし、今後の課題についても考えていきたい。
２）用語の定義
介護過程を実践する科目として介護実習があ
る。本稿における「介護実習」とは、介護過程
の知識と技術を体現する実習としたい。新カリ
キュラムにおいて介護実習には「実習Ⅰ」と
「実習Ⅱ」があるが、実習Ⅱの内容を実践する
実習と位置づける。尚、実習Ⅱについての詳細
内容は表１を参照されたい。
２．研究の目的と方法
介護福祉士養成が始まってから現在までの介
護過程教育についての文献を収集し傾向や課題
を整理することで、今後の課題を見出すことを
目的とする。
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３．介護過程教育の現在
１）介護福祉士養成教育の変遷
介護福祉士が誕生するまでには紆余曲折があっ
た。また、介護福祉士が誕生してからもカリキュ
ラム改正などを繰り返している。本稿のテーマ
である介護過程教育も介護福祉士として介護を
提供する際に必要な教育内容であったが、介護
福祉士資格制定当初は介護過程に関する教育は
内容に含まれていなかったという歴史的経緯が
ある。そして、カリキュラム改正に伴い介護過
程に関する教育が組み込まれた。介護福祉士養
成教育の発足に係る歴史的変遷の詳細は表２を
参照されたい。
旧カリキュラムが施行された当初は、表２に
示されているように、直接的介護を行うための
知識や技術の修得を中心としたカリキュラム内
容であった。つまり、介護サービスを提供する
人材の養成で重要視されていたことは直接的な
介護を行う際に求められる能力の修得であった
と考えられる。その後の改正により、制度面に
関する内容や他の専門職との連携のための知識
修得が教育内容として追加された。そして、旧
カリキュラム施行当初からの科目の内容が精査
され、介護概論や介護技術といわれる科目に介
護過程の展開方法という教育内容が追加された。
このことから、専門職として介護を実践する
ためには、その時々に求められる安全・安楽な
支援のための知識・技術修得にとどまらない実
践があることが示されたことになる。専門職と
して介護を実践するための新たな考え方に、①
支援に至るまでに行うことをアセスメントする
こと、②支援方法を立案すること、③支援を実
施したら評価し、④新たな課題をアセスメント
していくというサイクルを意識して介護に取り
組むという、いわゆる介護過程の考え方が導入
された。
つまり、介護福祉士の業務は直接的介護の実
践に加え、介護サービスを受ける利用者や家族、
介護福祉士以外の専門職との連携も視野に入れ
たマネジメントの実践も加わったことになる。
そして、新カリキュラムが施行されている現
在、直接的介護を提供するための知識・技術の
修得、介護過程の実践に加え喀痰吸引や経管栄
養に関する知識・技術の修得を目指す医療的ケ
アまで導入され、介護福祉士の業務はさらに拡
大している様相を呈している状況にある。
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表１　本稿における「介護実習」の位置づけ
１．利用者の課題を明確にするための利用者ごとの介護計画の作成、実施後の評価やこれを踏まえた計画
の修正といった介護過程を展開する。
２．他科目で学習した知識や技術を総合して、具体的な介護サービスの提供の基本となる実践力を習得す
る実習であること。
考
え
方
１．一つの施設・事業等において一定期間以上を継続して実習を行う。
２．利用者ごとの介護計画の作成、実施後の評価やこれを踏まえた計画の修正という一連の介護過程すべ
てを継続的に実践する実習を行う。
実
習
内
容
１．実習指導マニュアルを整備し、実習指導者を核とした実習指導体制を確保できるよう、常勤の介護職
員に占める介護福祉士の比率が３割以上である。
２．介護サービス提供のためのマニュアル等が整備され、活用されている。
３．介護過程に関する諸記録（介護サービスの提供に先立って行われる利用者のアセスメントに係る記録、
実際に提供された介護サービスの内容及びその評価に係る記録等）が適切に整備されている。
４．介護職員に対する教育、研修等が計画的に実施されている。
実
習
施
設
１．介護福祉士として３年以上実務に従事した経験があり、かつ、介護福祉士養成実習施設・事業等実習
指導者研修課程（厚生労働大臣により定められている）を終了した者。
実
習
指
導
者
出典：厚生労働省ホームページ　社会福祉士及び介護福祉士養成課程における教育内容等の見直しについて　
介護福祉士養成課程における教育内容の見直し全体版より抜粋し筆者にて作成
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表２　介護福祉士養成教育における歴史的経緯
流　　　れ
キリスト教ミード社会舘コミュニティカレッジによるホームエイド養成
・在宅ケアを必要とする人に対し援助できる人材を養成
・家事や家庭介護、家族への指導、疾病の理解と予防やカウンセリングなどを教育内容とし、１６８時間の
学びと３日間老人病院実習を行った
聖隷福祉医療ヘルパー学園の開設による人材養成
・入所施設で勤務する寮母や介護者に対する人材を養成
・解剖生理学や病理学等の医学系の科目及び介護概論や介護技術、カウンセリングや栄養学などを６ヶ月
間（４２４時間）で学び、１２週間の実習を行った
宇部短期大学・家政学科家政専攻家庭看護コースによる介護福祉教育
・１９８８年の家政専攻家庭看護コース設立に先立ち介護福祉養育を実践
・保健・医療系の単位を減らし、社会福祉系、老人心理、リハビリテーション、レクリエーションの学び
を追加した
・老人ホームや身体障害者療護施設、市町村における家庭奉仕員派遣事業東野実習も追加した
大阪コミュニティワーカー専門学校における臨床福祉のケアワーカー養成
・高齢者や障害者へのケアに必要な知識、技術、倫理、経験を身につける専門職養成の専修学校によるケ
アワーカー養成
・「介護の社会化」の必要性を視野に入れた本格的な介護福祉教育が形成
・講義・演習時間数１８８０時間、実習時間数５２０時間
和泉老人福祉学校の開校
・大阪コミュニティワーカー専門学校と時間数は類似している
兵庫県福祉介護士認定制度研究会の発足
・家族介護能力低下による社会的サービス活動の必要性と、福祉施設従事者の資質向上、県民の福祉介護
活動への参加促進等のために発足
・洞察力と理解力の養成
・利用者と利用者の周囲の人間関係調整能力の養成
・他職種連携能力養成
介
護
福
祉
士
資
格
制
定
前
社会福祉士及び介護福祉士法（介護福祉士資格に関する内容抜粋）
・高齢者に対する介護サービスを提供する人材の養成
・介護福祉士養成施設２年課程の時間数は１,５００時間
・高齢者や障害者の制度に関する項目、入浴・排泄・食事といった身体介護や衣食住といった生活面での
支援内容を教育内容の中心となった（９９０時間）
・介護実習は４５０時間、実習指導は６０時間とされた
介護福祉士養成施設における教育課程の改正
・老人福祉論には介護保険制度に関する内容が追加され、医学一般にも保健・医療分野の専門職連携に必
要な知識が追加された
・介護概論や介護技術に介護過程の展開方法が追加された
 
・介護実習は４５０時間で変更はないが、実習指導は９０時間となった
介護福祉士試験に関する改正
・実務者ルートによる介護福祉士国家試験受験実施方法に新たな方法が追加された（３年間の実務＋国家
試験実技試験受験という方法に加え、３年間の実務＋介護技術講習会による国家試験実技試験免除が設
けられた）
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
施
行
時
介護福祉士養成施設における教育課程の改正（本稿における「新カリキュラム」と位置づける）
・教育体系を「人間と社会」「介護」「こころとからだのしくみ」の三領域に再編した
・介護技術を「介護の基本」「コミュニケーション技術」「生活支援技術」「介護過程」及び「介護総合演
習」の５科目で構成した
介護福祉士養成施設における領域「医療的ケア」の追加
・介護保険法等一部改正法によるもの
・介護福祉士がその業務として喀痰吸引等を行うことが可能となる（平成２７年度以降）
・医療職との連携のもとで、医療的ケアを安全・適切に実施できるよう、必要な知識・技術を修得する
（喀痰吸引・経管栄養）
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
施
行
時
出典：『介護福祉学』（２００２）、厚生省令第５０号第７条「介護福祉士養成施設の指定基準」、厚生省令第８９号、厚
生労働省社会・援護局（社会）が実施する介護福祉士のあり方及びその養成プロセスの見直し等に関す
る検討会資料、厚生労働省社会・援護局（社会）が実施する今後の介護人材養成のあり方に関する検討
会資料、厚生労働省喀痰吸引等制度についてに基づき筆者にて作成
２）旧カリキュラムと新カリキュラムでの介
護過程の教育内容の位置づけ、規定
介護福祉士養成における介護過程の教育内容
について、旧カリキュラムと新カリキュラムで
は大きな変化があったと言える。旧カリキュラ
ムでは、「介護概論」という科目の一項目とし
て位置づけられていた介護過程であったが、新
カリキュラムでは「介護過程」という新たな科
目として設定され、旧カリキュラムの授業時間
数と比較しても多くの時間数で学ぶこととなり
質・量ともに深化することが可能なカリキュラ
ムとなったとも考えることができる。詳細につ
いては表３を参照されたい。
表３で示されているように、旧カリキュラム
と新カリキュラムでの介護過程の教育内容や介
護過程を習得するための実践方法に違いがある
ことが分かる。科目としての取扱いや時間数の
違いだけではない。旧カリキュラムでは、概要
を理解することや事例に基づく演習や検討が主
な教育内容であることに対し、新カリキュラム
では実際に介護過程を展開することが教育内容
となっている。そして、事例による演習ではな
く介護実習で介護過程を実践することとなった。
事例演習や事例検討は学内で行うものであり、
教材も架空のものであったり机上のものであっ
たりする。しかし、新カリキュラムでは実習中
に実際の利用者に対して関わり、課題を抽出し
立案し実践するという実践的展開が展開される
こととなったことが大きな違いとして示すこと
ができるだろう。さらに言うならば違いだけで
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表３　旧カリキュラムと新カリキュラムでの「介護過程」の位置づけと比較
新カリキュラム旧カリキュラム
科目「介護過程」として位置づけられ独立したものとなっ
た
科目科目「介護概論」「介護技術」の
一部として位置づけられていた
科目
１５０時間と規定されている時間
数
授業の一部であることから養成校
毎に設定
時間
数
目的
多職種協働やケアマネジメントなどの制度の仕組みを踏ま
え、具体的な事例について介護過程を展開出来る能力を養
う
ねらい
他の科目で学習した知識や技術を統合して、介護過程を展
開し、介護計画を立案し、適切な介護サービスの提供がで
きる能力を養う学習とする
教育に含むべき内容及び想定される教育内容の例
介護過程の意義
介護過程の意義、目的・目標）
介護過程の展開
情報収集とアセスメント
課題、目標（生活支援の課題、目標のとらえ方、その他）
計画
実施
評価（評価の目的・評価の内容、方法・その他）
介護過程の実践的展開
自立に向けた介護過程の展開の実際
利用者の状態・状況に応じた介護過程の展開の実際
介護過程とチームアプローチ
介護過程とチームアプローチ（ケースカンファレンス・サー
ビス担当者会議・介護過程とケアプラン（介護サービス計
画）・他の職種との連携・その他）
教育
内容
「介護概論」の内容
介護過程の概要とのみ示されてい
る
「介護技術」の内容
目標：介護過程の展開について学
ばせる
内容：介護過程の展開とし、事例
に基づく介護過程（状況把
握、事前評価、介護計画の
作成、実施、実施後の評価）
の演習や事例検討とされて
いる
教育
内容
出典：『社会福祉士・介護福祉士・社会福祉主事関係法令通知集』および厚生労働省ホームページ「新しい介護
福祉士養成カリキュラムの基準と想定される教育内容の例」をもとに筆者作成
なく、介護福祉士の質の向上を目指す大きな発
展の一つに介護過程の実践的展開は位置づける
ことができると考える。
３）四年制大学における介護過程教育カリキュ
ラム
２０１４年９月現在、公益社団法人日本介護福祉
士養成施設協会に加盟している四年制大学（公
益社団法人日本介護福祉士養成施設協会ホーム
ページの大学区分で掲載されている大学で、掲
載されているそれぞれの大学ホームページにて
さらに確認した大学数として）は５９大学ある。
いずれの介護福祉士養成大学も、２
　
 年課程の教
育内容を柱として介護福祉士養成が実施されて
おり、社会福祉士等、他の国家資格取得を目指
している大学や、大学教育そのものの教養科目
などを加え教育をしている。
介護福祉士国家資格と社会福祉士国家試験受
験資格のダブルライセンス取得に向けてカリキュ
ラム編成をしている四年制大学がほとんどであ
り、各大学によって介護過程における開講年次
は異なっている。
介護過程を実践するためには、介護実習や介
護総合演習（介護実習のための実習指導的内容
を含む科目）との関係性を踏まえて展開するこ
とが求められる。また、介護過程は実際の利用
者に対して展開されるものであることから、ボ
ランティアや福祉施設見学、体験などに関する
科目や活動とも関連していると考える。そして、
介護福祉士国家資格と他の資格取得に向けたカ
リキュラム編成の違いから、四年制大学におけ
る介護過程の開講年次が異なっていると考える
ことができるだろう。
４．先行研究における介護過程教育研究
介護福祉士養成教育の中の一つである、「介
護過程」に関する教育について着目し、これま
でにどのような研究がされているのか、介護過
程に関する教育についての見解が述べられてい
るかを概観していくこととする。CiNii による
文献検索において、「介護過程」「教育」で検索
したところ５８件の論文が確認された（２０１４年１０
月検索）。
高橋（１９９７）は、介護過程の授業についてペー
パーシミュレーションを活用して実施したこと
を評価、考察している。事例を用いた個人学習
を経た上でのグループ討議、討議したことの発
表や総評、評価を学生に取り組ませ、その中で
最も重要なことは学生自身が物事を考えるとい
うことに着目していた。そして、学生自身が考
える援助法や事例の読み取りから自己の考えを
深めること、討論により自分を確かめる学生自
身が援助法を考えたり、自己の考える力を深め
るさせることに基礎的学習の効果をみると論じ
ており、ペーパーシミュレーションを活用した
授業を学修することで、カンファレンスの重要
性についての学びを得るところまで達成させて
いる。ペーパーシミュレーションを活用した授
業が有用であるという結果を得た一方、介護技
術の授業項目の一部であることについての限界
についても言及しており、限られた時間の中で
課題を達成するための内容精査の必要性を今後
の課題としていた。さらに、介護過程という項
目に取り組むにあたっては、「他の既習学習を
活かし、知識を総動員させ、さまざまな角度か
ら思考することが求められる」としている。
佐分ら（２０００）は、施設における介護福祉実
習の教育的課題についての一考察として介護過
程の展開を通して今後の課題を明確にしている。
介護過程の展開には、学内で修得した知識と技
術を介護現場で実践として利用者に提供するも
のであるが、実践のためには困難な点があると
している。困難な点として、アセスメント能力
が十分に育っていないことや、情報収集内容に
偏りがあること、それぞれの情報の因果関係や
関連をはじめとした情報整理が苦手であること
を指摘している。また、立案しても介護技術法
がわからなかったり、指導者との計画に関する
合意形成がなされていなかったりすることから
実践が困難であることを明らかにした。
90
浦秀美
堤（２０００）は、介護過程を展開する介護実習
における実習教育の妥当性の検証と新たな課題
の明確化について研究をしている。介護過程を
展開する実習についての評価の分析から、書く
能力やプレゼンテーション能力の不足を明らか
にし、入学後早い段階での能力向上プログラム
導入の必要性を指摘した。今後の課題として、
三点を挙げている。①学生のアセスメント能力、
要約・呈示する能力を高め、主体的に介護過程
を展開するための授業内容及び実習指導内容を
再検討する、②学生個々の達成度に応じた実習
の事前事後指導を充実させる、③情報源である
ケース記録の記載内容を検討し、実習指導者の
資質の向上を中心とした施設側との連携を図る。
藤井ら（２０００）は、介護過程教育を二年間と
いう限られた時間で効果的に行うための実習記
録様式と記載方法の試案について研究をしてい
る。生活問題の抽出や課題解決思考、過程の道
筋や具体案な立案、実施後の評価に不十分さが
あることを指摘し、介護過程教材の少なさや担
当教員毎で教育方法が異なること、介護実習に
おける記録にその原因があると述べている。ま
た、従来の記録様式から変容することや教材を
示しながら説明することで、学生の記録に対す
る戸惑いが少なくなり、具体的理解につながり、
指導時間の短縮を図れると考察している。そし
て、介護実習で実施したことを記録様式に記述
していくが、その際介護過程のプロセスを反映
させたものにすることで関連付やケア責任の所
在、介護過程に基づいた実践への意識や利用者
を中心にしたケアの振り返りにつながるという
ことについても述べられていた。
菅野（２００４）は、介護過程そのものの理解に
困難さを抱えている学生の問題点をアンケート
調査により明らかにしており、介護過程に必要
なアセスメントの視点や介護上のニーズの視点
を身につけさせることや、事例に基づく介護計
画作成のトレーニングを行っていくことの重要
性について述べていた。
奥田ら（２００５）は、介護福祉教育の主体的学
習について問題解決基盤型学習（PBL）に基づ
いた授業展開についての分析・検討を行い、介
護過程の授業をグループワークで展開すること
で、自分の考えの伝達能力や根拠とプロセスの
説明能力が必要不可欠であるということを明ら
かにした。そして自分の意見と他者の意見を束
ねる力の育成の必要性についても明らかにして
いる。そして、介護過程を学ぶことが、介護教
育の根幹となると述べている。
伊藤ら（２００８）、北村（２００８）は、新カリキュ
ラム導入を意図した研究となっており、ICF の
概念を軸に研究が展開されていた。伊藤（２００８）
は介護過程シートの作成について介護技術講習
会を契機に検討し、学生への授業でも活用でき
るように、介護実習担当教員全員が一丸となっ
て議論し、検討を重ねシートを完成させている。
教員間の議論や教員各自の思考や試行を経る過
程を FD の一環であるという独自の見解も示さ
れていた。北村（２００８）においても、介護過程
の展開についての様々なシートや、学生による
記録から介護過程の理解度や習熟度を明らかに
し、さらに実習記録シートのあり方や新たな様
式の作成を行っている。
稲田ら（２００９）は、介護過程の教育をアセス
メントに重点をおき、介護過程の実践を介護実
習前・介護実習中・介護実習後で評価した。学
内での学習と実習を経ての学習における学生の
変化について、アセスメントシートを使用する
ことで利用者の状態に応じ、その利用者のニー
ズを考えるために必要な情報を思考することが
可能になったことを明らかにしている。
柊崎（２００９）は、独自に作成した介護過程シー
トの変遷を整理し、試行版シート作成に着手し
た際の趣旨や試行結果を今後の改訂に向けた課
題と方向性に反映している。実際に実習でシー
トを使用し、介護過程における分析と解釈の難
しさを指摘し分析や解釈を行う前提としての情
報収集シートの再検討を今後の課題としている。
横尾（２０１３）は、根拠ある介護実践を可能に
する介護福祉士養成教育のためにはアセスメン
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ト力を向上させる教育が必要であると述べ、効
果的な介護過程を展開する教育方法を検討する
ために、これまで取り組んできた生活関連図学
習の成果を検証している。また、生活関連図の
導入の際には学生が身近に感じられる内容であ
ることやわかりやすい展開から始めることの重
要性を指摘している。
５．分　　　析
先行研究を「旧カリキュラム時期」、「新カリ
キュラム変換期」、「新カリキュラム導入時期」
に分けて分析を試みる。尚、新カリキュラム導
入時期は社会福祉士及び介護福祉士法が改正、
施行された２００９年度以降とする。また、新カリ
キュラム変換期は２００５年度～２００８年度（厚生労
働省社会・援護局（社会）が実施する検討会介
護福祉士のあり方及びその養成プロセスの見直
し等に関する検討会が開催された年度から新カ
リキュラム導入時期の前）とする。そして、旧
カリキュラム時期は介護福祉士が制定された１９８７
年移行、２００４年度以前（新カリキュラム変換期
以前）とする。
①　旧カリキュラム時期（２００４年度以前）
介護過程が介護福祉士養成教育の教育内容に
独立した科目として位置づけられていなかった
ために、限られた時間の中で介護過程を理解さ
せ、知識・技術を修得させることの困難につい
て述べられていることに特徴があると考える。
介護過程として学んだことを実習で実践する
ことから、実習指導者との連携や情報伝達の重
要性について検討していることにも特徴がある。
②　新カリキュラム変換期（２００５年度～２００８
年度）
新カリキュラムへ移行するにあたって、厚生
労働省の検討会での報告が確認、検討できる時
期である。また、介護過程が独自科目として設
けられることや、新カリキュラムの基軸ともな
る ICF の概念を介護福祉士養成に取り込むとい
う方向性が打ち出されたことから、この時期に
おける研究は介護過程教育を ICF の側面から検
討していることに特徴を見出すことができる。
③　新カリキュラム導入期（２００９年度以降）
介護過程が科目として独立し、１５０時間とい
う時間が確保されたことから、介護過程の展開
技術の向上を図るための検討や考察している研
究が多い。特に稲田ら（２００９）、柊（２００９）、柊
（２０１０）、横尾（２０１３）においては介護過程を展
開するにあたり導入部分でもあり重要な部分で
あるアセスメントに着目し、アセスメントシー
トの検討についての研究を行っているところに
特徴がある。
６．考　　　察
旧カリキュラム時期・新カリキュラム変換期・
新カリキュラム導入期それぞれの特徴を分析し
たが、介護過程の教育を実践していくにあたり
三つの時期のいずれにも共通する教育のあり方
も浮かび上がった。共通する教育のあり方は介
護過程に関する教育の普遍的な基盤となり、ひ
いては介護福祉士養成教育の根幹とも考えるこ
とができるだろう。
旧カリキュラム時期～新カリキュラム導入期
に共通して、介護過程の教育を通して介護福祉
士養成を考えていくとき、科目間の関連をさら
に深めることが重要であると考えられていた。
実際に、介護過程に関する知識や技術を体現、
実践する場が介護実習であり、介護実習の習熟
度を向上させるためには介護総合演習も重要と
なってくる。事前・事後教育のあり方、教育方
法の工夫や教育力の向上がさらに求められてい
くこととなる。
介護過程教育に焦点を当て、研究の動向と課
題について検討した。これまでの先行研究を整
理していくなかで、最終的には科目連携をいか
に行っていくかが今後の課題になっているもの
が多かった。筆者自身も介護福祉士養成に取り
組んでいく中で科目間連携については課題視し
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ている部分と言える。
一方、科目間連携とは教員間連携と同義であ
ると考える。また、科目間連携や教員間連携が
達成できたかどうかを評価する際、介護過程で
取り組むプロセスに教員として行うべき事柄を
置き換え実践することで、評価まで到達するこ
とができると考える。したがって、介護福祉士
養成教育についても長期目標や短期目標を掲げ、
具体的教育方法を思案し立案し、実践し評価す
ることは重要であると考える。
７．お わ り に
本稿では、介護過程の教授法・教育方法に関
するこれまでの研究を概観することで、介護福
祉士養成教育の変遷について理解を深めること
ができた。同時に、介護福祉士養成教育の流れ
を整理し、再考することにつながった。
また、はじめにの部分でも述べたように、新
カリキュラム施行後にも「医療的ケア」という
新たな領域が一つ加わったことで、利用者への
ケアの範囲はこれからさらに広がりを見せてく
る。そして、科目間連携を重視している新カリ
キュラムでは、医療的ケアでの学修内容と介護
課程での学修内容を関連、統合化し、その上で
介護総合演習や介護実習にも反映していくこと
が求められてくるであろう。今まで以上に介護
福祉士養成校の取り組みの工夫や、カリキュラ
ム改正に伴う介護福祉士養成教育の深化のあり
方を検討し、教育を実践していかねばならない
と考える。
今後は介護実習でも医療的ケアに関する課題
を抱えている利用者への支援の一部を行うこと
も予測されることから、介護過程の授業で事例
検討を行う際、医療的ケアを必要とした利用者
への支援についての検討なども行う必要がある
だろう。 
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